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研究成果の概要（和文）：英米の文学作品研究及び日英語のデータ分析等を通じて、多様な人々

の「境界移動」が異文化接触・摩擦を引き起こすメカニズムに着目し、その結果生じる「文化

変容」とアイデンティティの多様化の相関性に焦点を当てることにより、現代世界の多文化社

会状況における〈多文化共生〉の指針が「周辺部」のマイノリティ文化にあることを明らかに

した。 
 
研究成果の概要（英文）：We have paid attention to the mechanism of cross-cultural impact 
and collision caused by “boundary movement” among numerous minority people against a 
dominant culture both by analysis of English-American literature and of Japanese-English 
languages.  We have therefore focused on the correlations of “cultural changes” and 
multiplicity of identities as a result of “boundary movement.”  We thus attribute the 
orientation of multicultural coexistence to minority culture in “the margins.” 
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１．研究開始当初の背景 
 今日の英語のグローバリゼーションによ
って英語圏文学・文化研究が従来のオーソド
ックスなマジョリティ中心の分析では捉え
きれず、多文化性・多民族性へのまなざしが
必要となっていることは明らかであろう。さ
らに、今や日本を含めて世界の文化的ハイブ
リッド性についての研究も避けて通ること
はできない。現代の世界はますます多民族多

人種の国々が増え、それに伴って、さまざま
なエスニック・グループとの接触の拡大およ
び相互理解の進展が世界にとっても、世界の
なかの日本にとっても一層重要になってお
り、そのような認識が本研究開始の根本動機
ともなっている。 
 整理すると、以下の 2 点が研究開始当初の
背景である。 
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(1) 英米文学・言語文化研究における多文
化性・多民族性に焦点を当てた研究の
重要性 

(2) グローバル社会での多様なエスニック 
・グループとの接触の拡大と相互理解
の重要性 

 
２．研究の目的 
 世界の文化的ハイブリッド性という国際
情勢のなかで、多文化性・多民族性に焦点を
あて、英米言語文化・文学研究を展開する。
本研究の統一テーマ「英米文学から見る『移
動』と『変容』——エスニック・アイデンティ
ティの多様化」の下に、地域的・文化的には
「周辺部」に位置し、民族的には「マイノリ
ティ」に属する文学作品を中心に分析し、併
せて、作品中の〈言語形態の多様性〉にも考
察を加えることにより、そのような「周辺性」
や「エスニシティ」がいかにイギリスあるい
はアメリカの「中心部」へと「移動」し、そ
れぞれの地域がいかなる〈文化変容〉を起こ
し〈脱中心化現象〉を示しているか、具体的
事例を通して究明することを目的とする。 
 整理すると、以下の研究目的となる。 
  

(1) 英米文学における「マイノリティの言
語文化」を中心とする「エスニック・
アイデンティティ」の実相解明 

 
３．研究の方法 
 英米文学作品の文献研究とフィールド・リ
サーチの両面から「移動・変容・言語」の問
題を考察し、英米における多様なアイデンテ
ィティの実相を明らかにする。特にアメリカ
については以前の研究プロジェクト「カリフ
ォルニア研究」から視野を広げ、カリブ海域
と中南米を含めて、マージナルな領域の言
語・文化の「境界移動」を考察する。文献研
究からは、エスニック・アイデンティティが
歴史的にどのように変化してきたかを辿り、
フィールド・リサーチからは、特に現在にお
ける「移動」や「変容」の状況を調査し、未
来までも展望した動的な実態を明らかにす
る。 
 
 研究代表者（加藤）は「アメリカ西部文学
とエスニック・アイデンティティ」を中心テ
ーマに掲げ、(1)アメリカ西海岸の文学・歴
史文化からアプローチし、多文化社会アメリ
カにおける「周辺部」アメリカ西部の〈エス
ニシティと地域文化の変容の関係性〉を明ら
かにする。細部は以下の通りである。 

① ジョン・スタインベック文学をエスニ
シティの観点から分析する。 

② アジア系文学／日系文学と西部地域文
化との影響関係について現地調査も交
えて考察していく。 

③ トシオ・モリやジョン・オカダなど日
系アメリカ人作家に焦点を当てた文
学・文献研究を行う。 

 
 研究分担者（林）は「南北アメリカ／アメ

リカス論への試み——アメリカ合衆国南部文
学と南西部文学からのアプローチ」を中心テ
ーマに据えて、(2)アメリカ南部・南西部文
学からのアプローチをめざす。細部は以下の
通りである。 
① 南部文学における「ゴシック性」とカ

リブ海域における「バロック性」との
共通点を念頭に、南西部ニューメキシ
コ作家ルドルフォー・アナーヤの全作
品とマルティニク出身のエドゥアー
ル・グリッサンの批評との間に窺われ
る「相関性」を引き出す。 

② 上記の作業で得られた知見——アナーヤ
とグリッサンによる〈英語世界〉に代
置されるべき世界像の提出を整理した
ものを基にして、合衆国ニューメキシ
コ州でフィールド・リサーチを実施す
る。 

③ 〈アメリカス論〉として、「周辺部」側
から〈文化変容〉の 21 世紀的意味を抽
出することをめざす。 

 
 研究分担者（野崎）は「英語文学に見るイ
ギリスの中の異文化摩擦」をテーマとして、
(3)イギリス・英語圏文学からのアプローチ
をめざす。細部は以下の通りである。 
① 日系のカズオ・イシグロの文学研究を

中心に行う。 
② 中国系作家エイミ・タンの文学研究を

中心に行う。 
③ イギリスと日本、イギリスと旧植民地

という二つの文化を背景に持つ作家の
作品分析を通して、〈多文化社会イギリ
スにおける異文化摩擦〉の問題を解明
する。 

 
 研究分担者（木下）は「日系米国移民の会
話スタイルとエスニック・アイデンティテ
ィ」を中心テーマとして掲げ、(4)英語コミ
ュニケーションからのアプローチを試みる。
細部は以下の通りである。 
① 文学作品を分析対象として日系移民の

語法に見られる日本語からの「語用論
的転移」の諸特徴を明らかにする。 

② 日系移民の会話スタイルが彼らに対す
る「民族的ステレオタイプ」とどのよ
うに関わるかを明らかにする。 

③ 日系移民たちの会話スタイルと日本人
英語話者のそれとの比較を行い、〈異文
化間摩擦回避〉の方途として日系人た
ちが自らの会話スタイルから消し去っ
た特徴、また、自らのアイデンティテ
ィの拠り所として残した特徴は何かを
明らかにする。 

  
４．研究成果 
(1)エスニック・アイデンティティの観点か



 

 

らみたジョン・スタインベック文学及び日系
アメリカ文学・文化研究 
①ジョン・スタインベック文学と日系アメリ
カ人の歴史文化に焦点を当てて取り組んだ。
成果として、スタインベック関係図書の揃っ
たボール州立大学（インディアナ州）に招か
れて文献研究を進めることができ、さらに日
系アメリカ人の収容所体験を文化史的視点
から解明した。 
②アメリカ西部地域の歴史・文化と日系文学
との関わりについて、文献・作品研究のみに
止まらず、現地調査も交えて考察した。成果
として、日系アメリカ人の収容所体験がその
エスニック・アイデンティティの核として起
動すること、その一方で、アメリカ合衆国と
しての国家的理念は個々のエスニシティを
希薄化させる方向性を持つことを明らかに
した。 
③アメリカ西部文学の特徴について、地域文
化との関係性の観点から分析した。特に、日
系人の二世作家ジョン・オカダやヒサエ・ヤ
マモト、三世のジュリー・オオツカなどの作
品研究を通じて、アメリカにおける戦争／収
容所体験に関わる記憶／伝承の場と国家的
記念碑の意味を明らかにすることができた。
さらにドイツ人とアイルランド人の血を引
く作家ジョン・スタインベック文学のカリフ
ォルニア地域文化との接点を、新たにカリフ
ォルニア・ミッションの視点から解明した。 
 
(2)アメリカスの視点からのアメリカ南西部
文学研究 
①アメリカスの視座から１９世紀アメリカ
の作家 Poe と Melville の作品における実験
性を取り上げ、両者にみられるエスニック・
アイデンティティの様相を追究した。その成
果として、筆者は、Poe と Melville は１９世
紀アメリカにおいて２０世紀の南西部にお
ける〈アメリカス〉の問題を先取りしていた
ことを明らかにした。 
②アメリカ南西部文学のエスニシティ研究
を文献資料のみならず南西部のニューメキ
シコ州とアリゾナ州でのフィールド・リサー
チを通して続行した。その成果として、アメ
リカ主流文学との文化差が歴然としている
南西部文学におけるスペイン語圏文化の特
色を把握することができ、今後の研究「エス
ニシティをめぐるアメリカ文学とアメリカ
ス文学」への糸口を見出した。 
③アメリカ南西部でのフィールド・リサーチ
を踏まえ、エスニック・アイデンティティの
多様化現象を文学における心と詞との相関
性としてまとめた。 
 
(3)旧イギリス植民地の歴史文化的文脈での
日系イギリス文学研究 
①カズオ・イシグロの小説手法の独自性を、
イギリスのインド系作家サルマン・ラシュデ

ィやアメリカの中国系作家エイミ・タンとの
比較から考察し、英米の社会に少数者として
生きるアジア系作家に見られる特殊性を幻想
性という点に焦点を当てて分析した。 
②インド出身のサルマン・ラシュディや日本
出身のカズオ・イシグロなど、イギリスにお
ける非主流の民族的、文化的背景を持つ英語
作家の作品を現地調査も交えて考察し、その
語りの手法や現実の表現法などに独自性が見
られることを明らかにした。 
 
(4)ハワイ日系言語文化の文脈での日系米国
文学研究 
①haole と kotonk に焦点を当て、ハワイ日系
人の使用例を分析することによって、これら
の他者言及表現が状況づけられた談話にお
いて構築するアイデンティティの諸相につ
いて論じた。その結果、言語によって付与さ
れる社会的カテゴリーが会話参与者のエス
ニシティを動的に表現することを明らかに
した。 
②第二次世界大戦退役軍人であるハワイ日
系二世を対象とした回顧インタビュー・デー
タに見られる談話の優先・非優先応答の特徴
を分析することで、ハワイと米国本土出身の
日系人兵士の間にかつて存在したとされる
軋轢をめぐる話者のアイデンティティの捉
え方の違いを解明した。 
③日系米国人作家 Milton Murayama の小説
Plantation Boy (1998)において主人公 Tosh
が用いた蔑称 Bulahead に焦点を当て、ハワ
イ日系二世のアイデンティティを語法の点
から考察した。同蔑称の用例をコンテクスト
との関わりで分析した結果、第二次世界大戦
前後の時代背景を反映する形で、Bulahead
が「敵国人」や「移民労働者の子」などハワ
イ日系二世の多様なアイデンティティを表
すことを明らかにした。 
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